
ネットワーク設定手順
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この手順書は、Uniview製ネットワークレコーダーのネットワーク設定（遠隔接続用ネットワーク、カメラ用
ネットワーク、DDNS、SMTPサーバー、NTP）の手順を説明します。

※ ネットワーク設定に関する以下の各設定値は、ネットワーク管理者等と相談して、事前に準備、取得
しておいてください
 レコーダー側に設定…IPv4アドレス、IPv4サブネットマスク、IPv4デフォルトゲートウェイ、

ポート番号(初期値:80,554,443)
 カメラ側に設定… IPv4アドレス、IPv4サブネットマスク、IPv4デフォルトゲートウェイ

（レコーダー側とは別個に必要、4chモデルはIPv4アドレスの設定のみ必要）
 SMTP関連…SMTPサーバー、SMTPユーザー、パスワード、SMTPポート、TLS/SSL、メールアドレス

（メール通報が必要な場合のみ）
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1. レコーダー用ネットワーク設定
2. カメラ用ネットワーク設定（16chモデル）
3. カメラ用ネットワーク設定（4chモデル）
4. DDNS設定
5. ポート設定
6. SMTPサーバー設定(メール送信設定）
7. NTPを使用した自動時刻同期補正

※ ローカル接続時には最低限1～3の設定が必要です
※ 遠隔接続時には最低限1～5の設定が必要です
※ SMTPサーバーの設定は必要に応じて設定してください
※ 時刻同期設定は特段の理由がない限り設定することをお勧めします
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1-1.レコーダー用ネットワーク設定1
3

2.「TCP/IP」タブを選択する

1. 「メニュー」内、「ネット
ワーク」を開く

3.「NIC選択」にて「NIC1」を選択する



1-2.レコーダー用ネットワーク設定2
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1. 「DHCP有効」の
チェックを外す

2. 「IPv4アドレス」
「IPv4サブネットマスク」
「IPv4デフォルトゲートウェイ」を入力する

3. 「優先DNSサーバー」「代替
DNSサーバー」を入力する



1-3.レコーダー用ネットワーク設定3
5

「適用」をクリックして保存する
※ 続けて16chモデルのカメラ用ネットワーク設

定を行う場合はP.6へ
4ch/8chモデルのカメラ用ネットワーク設定を
行う場合はP.8へ



2-1.カメラ用ネットワーク設定（16chモデル）1
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「NIC選択」にて「NIC2」を選択する



2-2.カメラ用ネットワーク設定（16chモデル） 2
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1. 「DHCP有効」の
チェックを外す

2. 「IPv4アドレス」
「IPv4サブネットマスク」
「IPv4デフォルトゲートウェイ」
を入力する

3. 「適用」をクリックして保存する
※ 続けて16chモデルのDDNS設定を行う場合はP.10へ



3-1.カメラ用ネットワーク設定（4ch/8chモデル）1
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1. 「TCP/IP」タブを選択する

2. 「PoE NIC IP Addr」を入力する
※ カメラ側に割り振られるネットワークアドレスを設定します。

「IPv4アドレス」と「内部NIC IPv4アドレス」のネットワー
ク部が被らないように設定してください



3-2.カメラ用ネットワーク設定（4ch/8chモデル）2
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「適用」をクリックして保存する



4-1.DDNS（EZDDNS）の設定1
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「DDNS」タブを選択する



4-2.DDNS（EZDDNS）の設定2
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2. 「DDNSタイプ」
にて「EZDDNS」
を選択する

1. 「DDNS有効」にチェックを入れる

3. 設定の内容を確認する
 サーバーアドレス：

en.ezcloud.uniview.com
 ポート：80

4. 「ドメイン名」に取得したい任意のドメイン名を入力する
※ ドメイン名はアルファベット（大文字・小文字）、数字、一部記号を組

み合わせて最大63文字まで可能



4-3.DDNS（EZDDNS）の設定3
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1. 「テスト」をクリックして、入力したドメイン名が
使用可能か確認する



4-4.DDNS（EZDDNS）の設定4
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「適用」をクリックして保存する



5-1.ポート設定
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3.変更が必要な場合
「HTTPポート」「RTSP
ポート」「HTTPSポート」
を入力する

1. 「アドバンスド」を選択する

4.「適用」をクリックして保存する

1. 「ポート」を選択する



5-2.ポートマッピング1
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2. 「ポートマッピングを有効」に
チェックがあることを確認する

1. 「ポートマッピング」タブを選択する

3. 「マッピングモード」が「手動」であ
ることを確認する



5-3.ポートマッピング2
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2. 「適用」をクリックして保存する

1. 「HTTPポート」「RTSPポート」
「HTTPSポート」を
5-1.ポート設定（P.14）と
同じ値に設定する



6-1.SMTPサーバーの設定1
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2.「Eメール」タブを選択する

3.「サーバー認証を有効」にチェック
を入れ、SMTPサーバーの「ユーザー
名」「パスワード」を入力する

1.「基本」を選択する



6-2.SMTPサーバーの設定2
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2. 「TLS/SSL」を使用する場合は
チェックを入れる

1. 「SMTPサーバー」「SMTPポート」を
入力する



6-3.SMTPサーバーの設定3
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「送信者名」「送信者アドレス」を入力する
※ どちらも英数字、一部記号の組み合わせで最大63文字

まで入力可能



6-4.SMTPサーバーの設定4
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「受信者選択」で受信先を選択し、「受信者名」「受信者アドレス」を
入力する
※ どちらも英数字、一部記号の組み合わせで最大63文字まで入力可能
※ 受信者は最大6つまで宛先を設定可能
※ イベント発生時にメールを送信する場合、ここで登録した全ての宛先に送信される
※ メールのTo:には登録したすべてのアドレスが列記される



6-5.テストメール送信
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1. 「テスト」をクリックして
テストメールを送信する



6-6.SMTPサーバーの設定6
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「適用」をクリックして保存する



6-7.SMTPサーバーの設定7
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P.19～21の手順を繰り返し、すべての受信者を登録する



6-8.画像添付設定
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1. 「添付画像」「スナップショット間隔」は任意に設定する
 チェック有り：メールに画像を添付する
 チェックなし：メールに画像を添付しない
※ イベント発生時のメールに画像を添付するには別途アラーム設定が必要です
※ 添付画像は通常の通知メールとは別に送信され、イベント発生時を起点にし、

「スナップショット間隔」毎に3枚添付されます

2. 「適用」をクリックして保存する



7-1.NTPを使用した自動時刻補正1
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1. システム＞時刻を開く



7-2.NTPを使用した自動時刻補正2
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2. 「NTPサーバーアドレス」を入力し、更新期
間を任意に設定する

※ NTPサーバーは「ntp.nict.jp」等のNTPサーバーを
ご使用ください

1. 「自動更新を有効」
にチェックを入れる

3. 「適用」をクリックして保存する



7-3. 時刻同期の確認方法
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※NTPによる時刻同期を設定した時は、本項目の作業手順で時刻
同期が成功していることを適時確認してください
1. 「自動更新を有効にする」のチェックを外す
2. システム時間を5分程ずらす
3. 「適用」ボタンをクリックして保存する
4. 「自動更新を有効にする」に再度チェックを入れる
5. 「適用」ボタンをクリックして保存する

設定内容が正しければ時刻が自動補正されます



7-4.カメラの時刻同期
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3. 「適用」をクリックして保存する

1. 「時刻同期」タブを選択する

2. 「カメラの時刻同期」がチェックされていることを確認
※ レコーダーとカメラの時刻を同期させるには、この設定がオンになっていることと、カメラ

側の時間設定の「同期方式」が「サーバと同期時間（初期値）」であることが必
要です


